




〔はじめに〕 

虚血性心疾患による死亡率が高いレベルにある欧米諸国では,小児期の高脂血症が虚血性

心疾患の重要な危険因子として掌握され,その対策の重要性が認識されている。 

一方,日本人の虚血性心疾患による死亡率は欧米諸国に比較してきわめて低いレベルにあ

るが,食生活を主体とした生活様式の欧米化や人口の老齢化に起因して過去 20 年間にその

死亡率は 5倍強に増えている。 

以上の観点をふまえて多数例の小児を対象に血清脂質,リポ蛋白に関する疫学的検討を行

った。 


